
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 3年度 事 業 報 告 書

壁壺菫饉 型二動基塾=」塾 塁室三生墨全_

1 事業の成果

1.広報 。出版事業

1)JMRA活動の広報

マスコミ取材等により、4件の新間に取り上げられた。

2)情報誌 。会報誌の発行

情報誌『民家』および会報誌『JMRA通信』を 4回発行した。またメールマガジンを 7回発行した。

3)ITに よる情報発信

WEBサイ ト、SNS等によりJMLヽ や民家再生に関する情報発信を行った。WEBサイ トについて

は、セキュリティーを強化し、モバイル端末レスポンシブ対応の新設サイ トを開設した。

4)発行書籍の印税

『民家再生の技術』:1,201円 、『民家再生の実例』:29,469円 (う ち電子版 500円 )、『 よみがえる蔵』:

3,976円 (う ち電子版 457円 )、 合計 34,646円 の印税収入を得た。

5)チ ャリボンヘの参加

(株)バ リューブックスが運営する古本のリユースを通じて NPO・ NGOな どのファンドレイジン

グを手伝 うサイ トヘの参加で、合計 25,627円 の寄附を受けた。

2.民家再生活動の普及・啓発・推進・情報交換を図る各イベント、セミナー等の文化活動

1)「民家フォーラム 2021御所」

11月 13日 (土)に、奈良県御所市の御所市アザレアホールにおいてシンポジウムを行った。ま

た 14日 (日 )に 「御所まち」のツアーを行った。

2)会員ならびに一般を対象にしたイベントを以下の通り実施した。5月 以降は、新型コロナウイル

スの変異株拡大のため、イベントの開催を延期・自粛することとなった。

3)「民家の学校」の開催

「民家の学校」は全 10回の講座を行い、28名が修了した。感染症拡大防止のため大幅にスケジュ

ールを変更した。また、継続的な講座開催のため、オンラインを活用 した。

4)「九州民家大学」の開催

JMRA九州 。沖縄地区が、NPO伝統木構造の会九州地域会、新建築家技術者集団福岡支部と共同主

催にて、九州民家大学 第二期「前期 日本建築史と建築修復学を学ぶ」全 6回、「後期 建築環境

学外論」全 8回の講座を福岡県久留米市およびオンラインにて行った。



5)「民家の会」の活動

都道府県、地域を単位とした 「民家の会」の各地域において、自主的な活動を行った。

3.民家再生技術の研究と研修、開発、普及活動

1)被災民家修復支援活動がスムーズに行われるための基金創設に関する規定案づくりと、今後の活

動指針の検討。

2)左官技術を学ぶ見学会の企画。

4.民家再生事業の推進

1)「 民家バンク」については、引き取り1件、新規登録 16件、3月 31日 現在の登録件数は 50件 と

なった。

2)民家再生事例の集積および公開のため、第 16回 「民家再生奨励賞」を実施した。受賞件数は 4

件。「民家フォーラム 2021御所」シンポジウム会場においてパネル展示と表彰式を行い、WEB
サイ トで事例掲載を行った。また『民家』119号、120号にて掲載を行った。

3)「登録事業者の会」をオンラインにて計 9回開催 し、登録事業者どうしの情報交換・交流を図っ

た。

4)登録事業者出演による動画を公開し、民家再生の普及と JMRA登録事業者の認知度向上を図っ

た。

まちづくり。むらづくりにおける景観保存および民家活用の推進と調査研究

1)「民家フォーラム 2021御所」において地域の景観保存や民家活用推進、また移住促進についての

シンポジウムや見学会を開催した。

2)情報誌『民家』に「民家の店 民家の宿」として、全国各地の民家活用店舗・宿泊施設の事例を

取り上げた。

6.民家再生やまちづくり・むらづくりに関するコンサルテーションおよびコーディネーション

1)事務局や民家フォーラム会場にて、登録事業者による無料の民家再生相談を実施し、2021年度

は合計 65件の相談を受けた。

7.民家施設ネットワークの構築

1)昨年に引き続き、特別プロジェクトとして、民家を活用した消費者向け施設を一元的に検索でき

る「民家ポータルサイ ト」の構築作業を行った。

8.社会貢献 。ボランティア活動

1)イベントやワークショップ等を通じて、社会貢献、ボランティア活動を行った。

´
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2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【13,772】 千円)

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

広報・出版活動

広報/情報誌『民家』販売/書
籍販売/会員名刺販売/1T情
報発信

令和 2年 4

月 1日 ～

令和 3年 3

月 31日

東京都

主 に 本 部

事務局

JMRA会 員

不 特 定 多

数

4,633

技術の研究・開
発・普及活動

民家再生技術部会の活動/民
家再生推進委員会による研修

令和 2年 4

月 1日 ～

令和 3年 3

月 31日

オ ン ライ

ン活用

JMRA会 員
一 般 参 加

者

200 286

イベ ン トやセ ミ
ナーの開催

文化企画部会の活動/民家ま
ちづくり部会の活動/民家の
学校/民家お助け隊の活動/
国際交流部会の活動/民家フ
ォーラムの開催/地区・民家の
会の活動

令和 2年 4

月 1日 ～

令和 3年 3

月 31日

東京 都 /
/埼 玉県

/神 奈川

県/山 梨

県/奈 良

県/福 岡

県/オ ン

ライン

JMRA会 員

一 般 参 加

者

200 1,644

民家バ ンクの運
営

民家バンク

令和 2年 4

月 1日 ～

令和 3年 3

月 31日

JMRA会 員

不 特 定 多

数

427

民家再生事例の

集積お よびその

公開と発信

民家再生奨励賞/WEBサ イ ト
の充実化/商標の活用

令和 2年 4

月 1日 ～

令和 3年 3

月 31日

JMRA会 員

不 特 定 多

数

273

民家再生 に関す

る コンサル テ ー

シ ョン

事業者バンク/民家再生相談
/古材ネットワーク

令和 2年 4

月 1日 ～

令和 3年 3

月 31日

JMRA会 員

不 特 定 多

数

254

載記
た
名

に
れ
業

歌
さ
事

定
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)



2021年度 活動計算書

2021年 4月 1日 から2022年 3月 31日 まで

金   額科    日

80,000

3.572.500

2.649.000

1.808.000

524.820

27,827

130.000

1.075,116

0

1.673.700

684.274

447.700

0

0

33,677

8.109.500

552.647

130,000

4.414.790

33,677

13.240,614

3.020.211

490.157

90.539

3.600,907

124.366

18.100

0

200.000

275.260

64.405

0

323,180

0

31,68フ

45.960

24.フ 50

3.597,626

173,510

317.680

2.079.000

0

110.993

9.236

47.744

5.280

28.138

43.534

7.520.449

11.121.356

I経常収益

1受取会費

入会金

正会員会費

友の会会員会費

事業者登録料

2受取寄附金
一般寄附金

目的寄附金

3受取助成金等

助成金・補助金

4事業収益

広報・出版活動

技術の研究・開発・普及活動

イベントやセミナーの開催

民家バンクの運営

民家再生事例の集積およびその公開と発信

民家活用の推進と調査研究

国際交流

民家再生に関するコンサルテーション

民家施設ネットワークの構築および民家施設の活用の受託

その他事業

5そ の他収益

雑収入

経常収益計

]経 常費用
1事業費

(1)人 件費

給料通勤手当

法定福利費

福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費

麟師淵礼

講師旅費

協力費

調査費

会場費

機材使用料

参加者飲食

スタッフ交通費、会議等

入場料

手土産

印刷費

制作費

民家誌発行費

JMRA通信発行費

WEB運営費

地代表賃

通信費

発送費

旅費交通費

消耗品費

保険料

支払手数料

雑費

その他経費計

事業費計

14 22,'2022年 度 JMRA通常総会資料



科    目 金   額

2管理費

(1)人件費

給料通勤手当

法定福利費

福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費

会:1■

総会運営費

理事会運営費

広報PR発送費

地区運営費

地代家賃

通信費

発送費

OA費

水道光熱費

旅費交通費

消耗品費

印刷費

支払報酬

支払保険料

租税公課

諸会費

慶弔費

リース代

支払手数料

雑費

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

335.578

54,463

10.059

2.651.167

13,772,523

400,100

0

126,786

10,033

207.504

62.054

231.000

226,122

18.853

100.821

245.982

0

89,915

12.000

682.000

6,000

70.000

10.000

11.フ 80

18.876

71.017

50.324

2,251.067

-531,909

0

0

-531,909

22.745,071

22.213,162

*活動計算書は、NPO法人会計基準に則つて作成しています。

*消費税等の会計処理は、税込み方式によつています。

*事業別損益の状況は、別表にて算出しています。

22期 2022年度 JMRへ 通常総会資料 15



金 額科  目

17.932.954

16.826,478

597.580

507,741

1,155

6,000,000

1,171.860

7.171.860

25,104,814

400,080

2.214,500

277.072

0

2,891,652

2.891,652

22,745,071

-531,909

22.213.162

25.104.814

1  資産の部

1流動資産

現金預金

貯蔵品

前払費用

未収入金

流動資産合計

2固定資産

基本金

敷金

固定資産合計

資産合計

Ⅱ  負債の部

1流動負債

未払金

前受金

預 り金

仮受金

流動負債合計

2  固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ  正味財産の部

期首正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

2021年度特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表

2022年 3月 31日 現在

22期 2022年度 JMRA通常総会資料 9



1

+
アヽ 16 (法 28条関係 )

令和 3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本民家再生協会

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (NPO法人会計基準協議会)に よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固 定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消 費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

事業別損益の状況

別表添付

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
:円 )

，

“

内容 金額 算定方法



内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

0

162,144

2,200

25,627

2,200

0

0

187,771

162,144 27.827 2,200

民家の学校

チャリボン

合計

4 使途等が制約 された寄附金等の内訳

使途等が制約 された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は22,213,162円 ですが、その うち187,771円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約 されていない正味財産は22,025,391円 です。

(単 :円 )

5.固 定資産の増減内訳

(単位 :円 )

6.借 入金の増減内訳

(単 円 )

役員及びその近親者 との取引の内容

役員及びその近親者 との取引は以下の通 りです。

(単位 :円 )

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の按分方法

７
・

８

）

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

↓
―

ヨ

ロ〈
ロ

科 日

計算書類に
計上された

金額

内、役員 と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況

___旦亜 里
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2021年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録
2022年 3月 31日 現在

科  目 金  額

17,932,954

100,340

3,620,957

334.433

60,000

3,733,068

201,012

1,708,979

153,787

2.913.902

4.000.000

597.580

507,741

6,000,000

1.171,860

1,155

7,171,860

25,104,814

400,080

2,214,500

277,072

2,891,652

2,891,652

22.213.162

資産 の部

1流動資産

現金

郵便振替

郵使通常貯金(北海道・東北地区234.207、 北陸地区100.193、 受取利子)

郵便通常貯金 (民家の学校)

みずほ銀行麹町支店普通預金

みずほ銀行麹町支店普通預金 (震災救援募金 )

地区会計

(東海地区現金・預金)              115,235
(近畿地区現金・預金)              965.420
(中 国地区現金・預金)              155,398
(九州・沖縄地区現金・預金)           372.926
(九州・沖縄地区 :九州民家大学)         100,000

民家の会会計

(秋 田民家の会)                    0
(福島県民塚の会現金)              36.889
(信州民家の会現金)               46.625
(新潟民家の会現金)               47,773
(湘南民家の会)                 22.500
(山梨民家の会)                    0

郵便定期貯金口座 (基本金を除 く)

みずほ銀行麹町支店定期預金

貯蔵品

(書籍、名刺台紙.奨励賞プレー ト、封筒、切手、入会バンフレット)

前払費用

(地代家賃192,500.民家フォ‐ラム520、 民家の学校4.116、

雇用労災保険39.636、 民家誌(情報誌)印刷費212.569、

UMRA通信(会報誌)等印扇||■ 58,400)

未収金

流動資産合計

2固定資産

基本金 (郵便定期貯金 )

敷金

固定資産合計

資産合計

|1負債の部

1流動負債

未払金
(報酬33,000、 プロバィダ1.100、 給与247.092、 社会保険料84.308、

OA費 7.629、 発送■1.144.水 道光熱費20.30フ .広報PR費5,500)

前受金

(2022年度正会員費726.000、 2022年度民家の学校880.000、

2022年 度友の会会費539,500、 2022年度事業者登録料58.000
HPリ ンク料11.000)

預 り金

(源泉税26.013.雇用保険料10.059、 災害支援預り金201.000.
区民税・市民税40.000)

流動負債合計

2固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和3年度年間役員名簿 (前事業年度において投員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事栞年度における報酬の有無を出載した名簿)

特定非営利活動法人 日本 家再生協会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

ン 以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)
ン

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該当者のみに記入)氏    名

1 理事・ 事

たけべ  とよき 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日武部 豊樹

2 事理事・
くまの よしひこ 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年   月   日

年   月   日熊野 佳彦

3 事理事・
しばやま なおこ

柴山 直子

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月   日

月 日

4 事理事・
はせがわ かずよし 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日長谷川 一良

5 事理事・
まつまえ としあき 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日松前 俊顕

6 事理事・
t(6 ri-:: 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日瀬 口 世津子

7 理事・
わたなべ ひとし 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年1   月   日渡邊 仁

8 事理事・
すが てつお 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

41   月   日

年1  月   日菅 徹夫

9 事理事・
よしい ゆきお 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年 月 日吉井 幸男

10 事理事・
やまだ ゆうこ 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日山田 夕湖



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11 理事・ 事
きた じま ともみ

北 島 智美

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

12 事理事・
すかわ けんいち

保川 謙一

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年:   月   日

13 事理事・
おざさ r,\3t-r

小笹 勇

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

14 事理事・
よ す か

横須賀

令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

15 事理事・
さの とお る

佐野 徹

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

16 事理事・
のざき りんたろう

野崎 林太郎

令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

17 事理事・
あらい かずまさ

新井 和勝

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

41   月   日

年 月 日

18 事理事・
すずき としひで

鈴木 俊秀

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月 日

日年 月

19 事理事 。
たにぐち ひろかず

谷 口 弘 和

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

年 日

20 事理事・
やまぐち ひろのぶ

山 口 浩伸

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日

21 事理事・
さとう ひとし

佐藤 仁

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月   日

月   日

22 事理事・
ませがわ かずひと

長谷川 ―仁

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

23 事理事・
わたなベ えいじ

渡辺 英

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

24 事理事・
そのやま りゅういち

園山 隆一

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

25 理事・ 事

きたむ ら ひろとし

北村 裕寿

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年=   月   日

年  ヽ  月   日



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

26 理事・ 事

かわさき ようこ

川崎 陽 子

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年:   月   日

年   月  日

27 事理事 。
たぐち ふとし

田口 太

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

28 事理事・
うしろね ひろし

後根 浩 志

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

29 理

しみず ゆうこ

清水 祐 子

令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年:   月   日

年  月  日

30 理

たなか よしお

田 中 ラ与:良5

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

事

監 事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_日杢塁塞亘生協会_

氏   名

1 武部 豊樹

2 熊野 佳彦

3 柴山 直子

4 長谷川 一良

5 松前 俊顕

6 瀬 口 世津子

7 渡邊 仁

8 菅 徹夫

9 吉井 幸男

10 山田 夕湖

11 北島 智美

12 保川 謙一


